













ないような現象が生 じてお り､ その発生の機構 として光 イオン化過程と
Jahn-Teller査問の トンネ f)ング過程の2種類 について検討 してみた.
2.酸化物高温超伝導体のNMRによる研究
石 田 憲 二
































ンサイ ト (αt相)が得られる｡γ相中では,炭素庶子は八面体格子間位置 (0位置)を占め
られているが,変慮直後にどの位置を占有するのかは未だ明らかにされていない｡
我々の研究室では､Fe-C合金の研究からαl相中で炭素原子は四面体格子開位置 (T位
置)と0位置,2種難の格子間庶子位置を占めることを以剛 こ軸告した｡ しかしながら,
Fe-C2元合金ではマルテンサイト変腰閲姶温度 (Ms点)が室温より高いので､変膚直後
のマルテンサイト (freshnlartenSite)を親甜しているとは言えない｡そこで,本研究では
第3元素としてかiを添加することによりMs点を室温以下に下げ､低温でfresh皿artenSite
を作り､57Fe､SlNi, 13C-NMRにより､各構成元素の内部磁場分布を測定した｡また､
第3元素による環境効果を調べるために､Fe-Mn,Fe-Ni2元合金についても内部
磁場分布の濃度依存性を測定した｡
その結果､Fe-Mn2元合金において､Mn濃度の変化から57Fe内部磁葛分布は､単
純に最近接格子位置に置換するMn庶子数で説明することができるが,SSMn内部滋葛分布
は､Mn濃度の増加につれて､純鉄中の55Mn内部磁場の僧に対して大小の成分にサテライ
トが存在し､57Feとは異なる｡このことから,Fe中ではMn庶子は砧気モーメントを持t
ち､Mn原子数が増すとMn-Mnペア,すなわちMn-di瓜erやtriJIerは反強砧性的に蘇合
すると考えられる｡一方､Fe-Ni2元合金では､Ni漉度の増加につれて､57Feスペ
クトルはブロードになり,高周波数側にシフトし､環境効果が直接に現れるのではなくFe
の磁気モーメントが大きくなる｡それに比べて､61Ni内部磁場分布にはサテライトが故雅
に現れ､Fe-Ni合金中でのNi原子の接舞いはFe庶子とは異なることが判った.また.
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